sadamo san no mukashibanashi : saru hogen : minwa (03) by 田村 すず子
3.@ MUTTAKTAK@ KARKARSE 
1958 年 5 月 4  日録音 
(awv  ta)  aw  ta  pon  sisam  an, te  ta  pon  sisam  an  hine  siran.hikc ㌧ te 
ta  pon  sisam,tap  ayekoraci,nina  k(or  mur  tasa w2 Ⅰ e  kor  an  pe  nc卜 a 
p,@ sine@ an@ ta@ suy@ ekimne@ hine@ mur@ aukotaktaku,@ pe,@ kor@ kane@ hine 
ekimne@hine@nina@ayne@iperusuy@kusu@ipe@kus@kor,@nea@muttaktak ， a ko- 
taktaku@p@sanke@hine@e@kusu@ne@akusu,@opittektek ， hine@hunak@un@ ar-
karse@wa@isam ， inkar@akusu@poro@suy@an   
oro@peka@karkarse@wa@ran@pe@ne@hike,@iperusuy@wa@e@kusu@ne@a@p@ene 
karkarse ・ omo@e@yakun@nepki@ka@eaykap@kuni@ramu@p@ne@kusu@os@kese 
anpa@sipicipici@ayne@ran@akusu,@sep@else@neno@kane@siran   
hine｛ra｛ro》a‖rpa‖kusu ， iranmakaka《ikihi］okan〔usu｛ka｝on 
okkaypo@ka@oka@pon@ Ⅲ Cnoko@ka@oka ， caca@ka@an@rupnemat@ka@an ， hine 
oraun@ "@hokure@ hokure ， pon@ weysisam@ ekna ， hokure@ inunukeas@ na  
ipere@yan@ipere@yan!@hokure@poronno@ipere@yan!@"@sekor@kane ， hawean 
hine@orano@aipere@a@aipere@a ・ iperusuy@pe@ne@kusu@usa@kofco@e@ a@e@a   
ruwe@ne@hine@ora,@"@hokure,@poronno@icen@ka@kore@yan ， porono@ nep 
ne@yakka@kore@yan@kore@yan!@"@sekor@kane@nea@caca@ka@hawean ， "@iteki 
cape@ haw@ ki@ hani!@ teki@ cape@haw@ eki@ somo@ ki@ yakne ， icen@ poronno 
aekore@kusu@ne@na ・ "@sekor@kane ， h w okay@pe@ne@kusu ， cape@haw@ki@ka 
somo@ki@no ， orano@aipere@aimire ， pirka@amip@ka@asawokuta@hine@amire   
(konto)@ icen ka@ poronno@ akore@ hine ， orano@ kor@wa@(yorokontaro@ kor) 
eyaykopuntek@ kor,@ soyne@ hine@ uni@ ta@ ek ・ orano@ earkinne@ weysisam 
rupnemat@ka@eyaykopuntek ・ sfno@ nispane@kor@oka ・ icen@ka@porono@kor 
wa@ek@amip@ka@porono ， k @wa@ek@pe@ne@kusu@eyaykopuntek@kor@oka@hi ， 
く ん 0 打to)aw  ta  pon  weysisam  nu 
一 22 一 
3 ぬかおにぎりがころがった 
隣りの /h へ さい和人と う ちの小さい和人がいました・ う ちの小さい和人ほ ， 今 
言ったとおり ， 薪をとって来ますと ， ぬかと交換して 食べていたのでしたが ， 
あ る日，また山へ 行って， ぬかをおにぎりにしたものを 持って， 山へ行って， 
しばらく 薪 とりをしている う ちに，おなかがすいたので ，食べるために ，持っ 
ていたそのぬかのかたまり ，おにぎりにしたものを 出して，食べようとしたと 
ころ，ポロッととり 落としてしまいました・ そしておにぎりは ， どこかへころ 
がって行ってしまいました・ 見 ますと，大きな 穴があ りました・ 
そゐ 穴をころがって 落ちたのですが ，おなかがすいて 食べようとしたのに ， 
このようにおにぎりがころがってしまったのです・ 食べなければ 働くこともで 
きないと用、 いましたので ，後から追いかけて ，土をかき分けかき 分けして， 下 
りて行きました． すると，広い 家のようになっていました・ 
そしてそこに 行きますと， それほそれはきれいに ， ちっちやあ い目をした人 
人がいました・ 若者もいました・ 若い娘もいました・おじいさんもいました・ 
おばあ さんもいました・ そしてそれから 「さあ さあ ， 小さい貧乏和人が 来た 
ぞ ， さあ ，かわいそうだから ， 食べ物をあ げなさい， あ げなさい ! きあ 早く， 
たくさん食べさせてあ げなさい ! 」 と言って， それから彼はどんどん 食べさせ 
てもらいました． おなかがすいていたものですから ， いろいろなごちそうを ， 
あ とからあ とから，たくさん 食べました・ 
そしてそれから ， 「さあ ， たくさんお金もあ げなさい，たくさん 何でもあ げ 
なさい，あ げなさい ! 」とそのおじいさんも 言いました・「ネコの 鳴き声をする 
んじ やないよ・おまえさんが ネコ の鳴き声をしなければ ，お金をたくさんあ げ 
るからねりと ，みんなが言うもんですから ，ネコの鳴きまねなどしないで ， そ 
して食べ物を 与えられ，着物を 着せられ，よい 着物もいっぱい 出されて着せら 
れました・お 金もたくさんもらって ，それから持って 喜んで， 外へ出て，家に 
帰って来ました・それから ，貧乏和人のおばあ さんも， とても喜びました・ そ
れで，たいそうもうけていました・お 金もたくさん 持って 来，着物もたくさん 
持って来たものですから ，喜んでいました・それを ，隣りの小さい 貧乏木口入が 
聞きました． 
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そして， まねしても うけ よ うと ， ぬかをおにぎりにして ，持って， 山へ行き 
ました・そして ， 薪 とりをしました・「何とか 早く，おれの 昼飯のおにぎりが ， 
おっこちればいいなあ ! 」と思っていましたが ， とうとう， おなかがすかない 
けれども， そのぬかおにぎりを 手にとって，落としました・ でも全然ころがり 
ません・ けれど，後ろから 足でけとばしますと ， どこかに入りました・ 
そこで，そこから 土をかき分けかき 分けして， 下りて行きました・ すると， 
広い家のようになっていて ， ちっちやい目をしたがじいさんもいました・ おぼ 
おさんもいました・ 若者も若い娘もたくさんいました・そして「小さい 貧乏和 
人さん，おまえさんはおいでなさったけれども ，ネコの鳴き 声をするんじやな 
いよ・ ネコ ほど恐ろしいものはないのだから ， ネコの鳴き声をするんじやない 
よ・ そうすれば， お金もたくさんあ げる・ いろいろな食べ 物もたくさん ， ほ 
ら ，このとおりたくさん 持っているんだ・」そう 言うから見ますと ，たくさんの 
お米の山や，着物の 山や，お金の 山が，たくさんあ るのでした・それを 見たの 
で， 「早く，ネコの 鳴き声がこわいと 言うのならば ， 早く，ネコの 鳴き声をす 
れば，やつらが ， どうかしてこ ね が つて 逃げでもしたら ，そのあ とから， あ の 
着物もお金もお 米も， たくさん持って 出るとしよう !」と 居 、 いましたので ， 大 
きな声で，ネコの 鳴きまねをしました・すると ，何もかもパッと 消えてしまい 
ました． 
そして，家だとばかり 思っていたのに ，体の上へ土がくずれ 落ちて，動くこ 
ともできません・ それからもがき ， 悲鳴をあ げながら，土の 中でもがきまし 
た・ その声を和人たち ，百姓の木口人たちが 聞いて，「ど う したんだろう・ 土の 
中で何かキイキイ 言 う 声がするように 聞こえる，聞こえる・」と 言いながら，そ 
こを，唐鍬を 持って掘ったので ，唐鍬で彼の 頭を切ってしまいました・その ， b へ 
さい，隣りの 貧乏な小さい 和人は，頭を 鍬で切られて ， も う 少しで死にそうに 
なりながら， 外 へ出されました・そこで ，掘ってみますと ，それはねずみの 大 
だったのでした・ そして，何も ，お金も何もあ りませんでした． 
気立ての悪い 小さい貧乏和人は ，神様に罰せられて ， このように，貧乏にな 
るようにされたのでした・ よい気性を持つ 小さい貧乏和人は ，神様があ われん 
でくださったので ， お金持ちになりました・ だから悪い心を 持つんではない 
よ，子供たち ! 
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